
 

中国学園大学 現代生活学部 人間栄養学科新聞 

アドミッションポリシー  （入学者受け入れの方針） 

● 栄養学の専門家である管理栄養士を目指す人 

● 食べ物や食文化、健康について興味や関心がある人 

● 食を通じて人や地域とふれあい、人生を豊かにしたいと希望している人 

● 栄養学を広く学びそれにより自己実現を志向している人 

 
 

管
理
栄
養
士
養
成
課
程

で
は
、
高
校
ま
で
の
生
物
・

化
学
・数
学
な
ど
理
系
の
基

礎
学
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。  

本学科の特長となる授業：栄養セミナー 

   本学科の特長となる授業に、栄養セミナーがあります。 

栄養セミナーは、入学時から卒業まで、４年間開講する科目

で、１年次の栄養セミナーⅠから４年次の栄養セミナーⅣま

で、様々な取り組みを行っています。 

 
 

１
年
生
の
栄
養

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
訪
問
し
、
高
齢

者
と
の
ふ
れ
あ
い

を
行
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
一
緒
に

歌
を
歌
っ
た
り
、

紙
芝
居
を
披
露
し

た
り
、
学
生
自
ら

が
考
え
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
養
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
犬
養
木

堂
の
生
家
を
訪
問

し
犬
養
毅
の
生
涯

を
学
び
ま
す
。 

 
 

２
年
生
の
栄
養
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
前
期
・後
期
の
１
年
間

を
通
し
て
、
本
学
の
菜
園
で

農
家
の
方
に
実
践
的
な
栽
培

の
指
導
を
受
け
ま
す
。  

 
 

野
菜
を
種
や
苗
か
ら
無
農

薬
で
栽
培
し
、
水
や
り
、
除

草
、
成
長
を
妨
げ
る
わ
き
芽

か
き
を
行
い
ま
す
。
野
菜
の

生
育
過
程
を
通
し
て
、
「食
」

の
大
切
さ
や
旬
を
学
び
ま

す
。 

 
 

ま
た
、
菜
園
で
収
穫
し
た

野
菜
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
い
、
レ
シ
ピ
考
案
・

調
理
技
術
・プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
ま
す
。 

２
年
生
を
７
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
各
グ
ル
ー
プ
が
コ
ン
テ

ス
ト
当
日
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
料
理
１
皿
と
、

審
査
用
の
１
０
０
食
分
を
作

り
ま
す
。
審
査
員
は
、
各
グ

ル
ー
プ
の
担
当
学
生
に
よ
る

料
理
の
説
明
を
受
け
た
後
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の

料
理
の
見
栄
え
や
試
食
に
よ

る
味
な
ど
か
ら
、
総
合
的
に

判
断
し
、
最
も
良
い
と
判
断

し
た
グ
ル
ー
プ
に
投
票
し
ま

す
。
そ
の
中
で
得
票
数
が
最

も
多
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
表

彰
さ
れ
ま
す
。 

栄養セミナーⅡ（２年生） 

 
 

人
の
栄
養
に
関
す
る
必

要
な
幅
広
い
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
、
人
間
性
豊
か

な
人
格
を
兼
ね
備
え
る
と

と
も
に
、
人
々
の
健
康
の
保

持
・
増
進
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
養
成
し
ま
す
。
所
定
の

単
位
を
修
得
し
た
学
生
に

学
士
（
栄
養
学
）
を
授
与
し

ま
す
。 

<

知
識
・理
解>

 

 
 

栄
養
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
有
し
、
技
量
等
を
統

合
し
て
健
康
の
維
持
増
進

や
疾
病
予
防
・
治
療
に
応
用

で
き
る
。 

   

ま
た
、
管
理
栄
養
士
養
成

課
程
で
は
実
験
・実
習
科
目

が
多
く
、
頻
繁
に
レ
ポ
ー
ト

を
作
成
す
る
た
め
、
論
理
的

な
文
章
を
作
成
す
る
た
め
の

国
語
力
も
必
要
で
す
。 

   

そ
こ
で
、
本
学
科
で
は
基

礎
学
力
に
不
安
が
あ
る
学
生

で
も
安
心
し
て
管
理
栄
養
士

課
程
の
専
門
科
目
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
高
校
ま
で
の
生

物
・化
学
・数
学
・国
語
の
基

礎
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
科
目
（フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ヤ
ー

セ
ミ
ナ
ー
・科
学
の
基
礎
（数

学
）・基
礎
生
物
学
・基
礎
化

学
）を
配
置
し
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
の
中
で
、
本
学
科
オ
リ

ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
、

担
任
と
科
目
担
当
教
員
が
連

携
し
、
学
生
１
人
ひ
と
り
の

理
解
度
を
把
握
し
な
が
ら
、

基
礎
学
力
と
共
に
、
学
習
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
す
。 

<

技
能>

 

 
 

対
象
者
の
栄
養
状
態
を

的
確
に
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
、
他
職
種
と
連
携
し
て
問

題
解
決
の
た
め
の
栄
養
ケ
ア

計
画
お
よ
び
栄
養
指
導
・
支

援
が
で
き
る
。 

<

態
度>

 

 
 

職
業
人
と
し
て
の
倫
理

を
身
に
つ
け
、
人
権
、
人
格

を
尊
重
し
、
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

ま
た
、
豊
か
な
人
間
性
と

社
会
性
を
持
ち
合
わ
せ
、
信

頼
さ
れ
る
管
理
栄
養
士
と

し
て
社
会
に
貢
献
す
る
志
と

自
己
研
鑽
す
る
意
識
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
。 

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー 

（
学
位
授
与
の
方
針
） 

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト 

栄養セミナーⅠ（１年生） 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー 

（教
育
課
程
の
方
針
） 

●
教
養
教
育
科
目
に
加
え
、
専
門
教
育
科

目
を
「専
門
基
礎
分
野
」、
「専
門
分
野
」、

「専
門
関
連
分
野
」の
３
区
分
に
分
け
て
設

置
し
て
い
ま
す
。
教
養
教
育
科
目
で
は
、
学

び
の
基
礎
と
な
る
知
識
や
学
修
方
法
を
修

得
し
ま
す
。
専
門
教
育
科
目
で
は
、
栄
養
士

免
許
と
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験
資
格

取
得
に
必
要
な
科
目
を
修
得
し
、
健
康
に
関

し
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
が
で

き
る
管
理
栄
養
士
を
育
成
し
ま
す
。 

●
講
義
と
実
習
科
目
を
段
階
的
に
組
み
合

わ
せ
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
必
要
な
知
識
と

技
能
を
体
系
的
に
修
得
し
ま
す
。
ま
た
、
臨

地
実
習
で
は
、
病
院
・福
祉
施
設
、
保
健
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
、
学
校
・給
食
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
実
習
先
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

岐
に
わ
た
る
管
理
栄
養
士
へ
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
適
応
力
と
実
践
的
な
視
点
・態

度
を
身
に
つ
け
ま
す
。 

●
４
年
間
の
専
門
科
目
学
修
の
総
ま
と
め

を
行
い
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
の
基
盤
を
完

成
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
知
識
と
実
践
力
の
集

大
成
と
し
て
卒
業
研
究
を
行
い
ま
す
。 

初
年
次
導
入
教
育
（高
大
接
続
教
育
） 

２
０
２
０
年
４
月
に
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
。
人
間
栄
養
学
科

の
講
実
験
・実
習
・行
事
の
最
新
情
報
を

お
送
り
し
ま
す
。
大
学
案
内
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
普

段
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

発行日：2020年7月26日 

現
代
生
活
学
部 

人
間
栄
養
学
科 

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム 

料
理
コ
ン
テ
ス
ト 



本学卒業生による管理栄養士業務に関する講話 

卒業生の管理栄養士との交流 

 
 

本
学
科
で
は
、
管
理
栄
養
士
と
し

て
の
仕
事
を
早
期
か
ら
意
識
付
け
を

す
る
目
的
で
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
多

方
面
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
を
招

い
て
、
管
理
栄
養
士
の
仕
事
に
つ
い
て

深
く
知
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。 

 
 

講
話
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
事
前

に
綿
密
に
準
備
を
し
た
上
で
、
管
理
栄

養
士
の
仕
事
に
対
す
る
疑
問
を
卒
業

生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
機
会
も
設

け
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、
将

来
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
を
意
識
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
卒
業

生
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

栄養セミナーⅢ：地域活動（3年生） 

栄養セミナーⅢ ２０１９年度 活動内容 

  ●公民館における健康推進啓発活動 

  ●絵本を使った食育活動 

  ●ＪＡ全農おかやまとの連携事業 

  ●岡山県中小企業団体中央会レシピ提供 

  ●岡山市保健所等との連携事業 

  「健康市民おかやま２１」イマ食プロジェクト活動 

  などを行いました。 

  また、地域の方との関りを通して、社会性や様々な場面における  

  対応力を養います。 

国
家
試
験
対
策
（４
年
生
） 

   

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験
希
望
者
の
１
０
０
％
合
格
を
目
指

し
て
、
国
家
試
験
対
策
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。 

 
 

４
年
生
に
な
る
と
前
期
・後
期
と
も
に
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
各
担
当
教
員
が
繰
り
返
し
復
習
を
兼
ね
た

講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
に
も
定
期
的
に
模
擬
試
験
を
実
施

し
、
模
擬
試
験
の
結
果
か
ら
、
学
生
１
人
ひ
と
り
の
弱
点
を
分
析
し
、

担
任
お
よ
び
各
ゼ
ミ
担
当
教
員
が
協
力
し
て
指
導
を
行
い
な
が
ら

合
格
へ
と
導
き
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
国
家
試
験
対
策
に
限
ら
ず
、
全
て
の
講
義
・実
験 

実
習
で
は
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。 

栄養セミナーⅣ：卒業研究（4年生） 

 
 

卒
業
研
究
で
は
、
興
味
あ
る
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
、
仮
説
を
検
証
す
る
作
業
を
通

じ
て
、
科
学
研
究
の
手
法
を
獲
得
し
研
究
の
意
義
を
理
解
し
ま
す
。
調
査
・研
究
し
た
成
果

に
つ
い
て
ま
と
め
、
発
表
す
る
力
を
養
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
ゼ
ミ
ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
の
テ
ー
ブ
ル
・パ
ソ
コ
ン
・プ
リ
ン
タ
ー

な
ど
が
備
わ
っ
た
研
究
室
が
割
り
当
て
ら
れ
、
学
修
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
９
年
度
卒
業
生
卒
業
研
究
テ
ー
マ 

  

●
り
ん
ご
の
品
種
に
よ
る
真
空
調
理
条
件
の
検
討 

 

り
ん
ご
コ
ン
ポ
ー
ト 

 

●
子
ど
も
食
堂
に
お
け
る
多
世
代
参
画
に
よ
る
食
育
啓
発
に
つ
い
て 

 

●
自
然
界
か
ら
分
離
し
た
酵
母
を
用
い
た
地
域
特
産
品
の
開
発 

 

●
地
域
在
住
高
齢
者
に
お
け
る
生
活
習
慣
お
よ
び
身
体
状
況
の
現
状
と
課
題 

 

●
ゴ
マ
の
脂
質
代
謝
に
対
す
る
影
響 

 

●
健
康
教
室
の
実
施
と
そ
の
効
果 

 

 

●
大
学
生
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
認
識 

 

●
大
学
生
に
お
け
る
中
食
の
現
状 

 

●
漬
物
中
の
塩
分
濃
度
の
変
化 

 

●
自
閉
症
成
年
に
対
す
る
健
康
料
理
教
室
と
そ
の
効
果 

 

●
男
子
高
校
生
水
球
部
員
に
お
け
る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
の
効
果 

 

●
紅
麹
粉
末
の
添
加
が
ま
ん
じ
ゅ
う
の
生
地
に
及
ぼ
す
影
響 

多
方
面
で
活
躍
す
る 

卒
業
生
に
学
ぶ 

食育活動 

活動発表会 食育活動 


